　　基本一人称視点で書きます。

メインルート　分岐は分岐地点に＊か※を置いておく
大体の設定について(自己解釈)
時代設定
2000年代初頭、まだスマホが普及する前
プロットにて10年後に合流するときに朱羽市がなくなってる→平成の大合併が2004年くらいがピーク
ヒジリさんの過去の任務→オウム(1990年くらい)系という感じ？
朱羽市
市街地はある程度人がいるが、外れるとすぐに田園風景が広がるような街

(背景について、私は基本的にネットに転がっているフリーの背景素材にしか知見がないため、シナリオに合わせて描いてくださるということであるようなので、全体的にふわっとした指示になってしまっています。)

〈立ち絵について、1日目は基本的にミコは白装束でそれ以外は私服で書いているつもりです。表情に関してはどんな風にかけばいいのか、差分がどれほどあるのか分からないので凄く適当になってしまっています。また、立ち絵をどれくらいの間表示するかに関しては、好みの問題になってしまいますが、表情が変化する場合は一瞬フェードアウトしてすぐ変わった後にもう一度フェードインするつもりで書いています。また、会話がそこで途切れている場合は、立ち絵を台詞が切り替わった後にゆっくりフェードアウトさせていくつもりで書いています。〉

［BGM、効果音について、ファイルをそのまま載せることは、利用規約違反になってしまうようなので、それぞれDL先のリンクを載せています。また、効果音に関して、普段の動画制作の中で余り使ってこなかったのもあり、もっと適切な効果音があれば適宜教えていただけると幸いです。］　
以下　シナリオ
↓

(背景：田舎道みたいな感じ)
じりじりと、溶けてしまうかのような日差しが西から照りつける。
目の前の、大きな山の陰に隠れて、息を吐く。
商店街から直線で帰れるルートが工事中が故に、この道を通らなきゃならない。
都会では住宅街に入れば陽の光を避けられたのに、こんな田舎じゃあ、それもない。
回り道ができそうな場所は、全て畑だか田んぼだかで埋め尽くされている。
過去の都市開発の影響で、商店街の辺りはある程度栄えているものの、少し離れただけで滅多に人影を見なくなってしまう、そんな街。
「朱羽市」に俺、日谷京は住んでいた。
昔はこの山の温泉が観光資源になっていたようだが…
今となっては、観光客なんて見る影もなく、ただ使われなくなった旅館があるだけ。
近いうちに再開発があるようだから、それに期待したいところだが…
と、そんなことを考えていた、その瞬間だった。
(背景：階段を見上げてるような感じ、なるべく木が生い茂っていて欲しい、階段の下に鳥居があっても良いかと)
「……人？」［BGM:］
寂れた神社の長い石段の先に、一つの人影を捉えた……気がした。
ずっと整備されていない筈だが…何か目的でも有るのだろうか？
気になりはするが…買い物をしてきたばかりで、この階段を登るのは面倒だ。

*登ろうか？

>登らない
　きっと、再開発の噂でも聞きつけて、観光客が来ているだけだろう。
　俺には関係のないことだ。さっさと帰るとしよう。
　まぁ、あの神社に行く奴なんて、よっぽどの物好きか、廃旅館で謎の物音がするなんて噂を聞いたオカルト好きぐらいのものだ。
　俺が関わる理由も、道理もない。
(背景暗転)
　さっき見た人影について考えるのはやめて、帰路につくことにした。

　会わずに終わる

>登る

そのままその場を去ろうとした…が、
どうにも、胸騒ぎがする。
登るだけならタダだし、そこまで時間がかかるというわけでもない。
気は進まないが、登ってみよう。
(背景：階段、先ほどの素材を再利用してもいいんじゃないでしょうか)
人の声一つしない…不思議な雰囲気だった。
太陽光が木の葉に遮られて、心地良い風が頬を冷やす。
1段飛ばしで、階段を駆け上がると…
（背景暗転）［効果音：］

【？？？】〈立ち絵：あればダメージを受けてるような顔、ピンぼけした感じで、台詞よりも先に表示、ぶつかった効果音と同時に倒れる〉
「あだっ！」

【ケイ】
「あっ…ごめん。」

前を見ていなかったがために、正面から人に激突してしまった。

【？？？】〈立ち絵：怒ってる顔、最初足元だけ、台詞の後、ケイの説明とともに全身像に〉(背景：神社)
「…全くもう、神に対して何という態度じゃ。不敬じゃぞ？」

顔を上げると、そこには9歳くらいの、白い髪をした少女が立っていた。
神に対して不敬…？神社ではあるけど、神なんてどこにも…（ミコの立ち絵含め、背景全体を若干左右に動かして見回してる感じ）

【白髪の少女】〈立ち絵:不満げな表情があればそれで〉
「こら！そんな周りを見回すでない！」

【白髪の少女】〈立ち絵:得意げな感じ〉
「いいか？妾は神じゃ！お主も崇め、奉るがよい！」

【ケイ】「…は？？？」

唐突に言われたその言葉に、急激に脳みそが回転し始める。
様々なパターンが思い浮かんだ。
神様ごっこなのか、それとも本当に自分を神様だと思い込んでいるのか…
本当に神様…と言う可能性も…流石にないか？
色々と考えた結果、俺の口から出たのは、

【ケイ】「…仮に神様だとして、なんでこんなところにいるんだよ？」

と言う、言葉だった。
これなら、本当に神様でも、ただの遊びでも対応ができる…！
我ながら、よく考えたものだ。

【神様？】〈立ち絵:得意げな顔〉
「よくぞ聞いてくれた！実は…」

と、言って山の方を指さす。
その指の先には、よく見えないが、数人の白い人？たちがいる…〈立ち絵：白装束〉（背景:山の中っぽい感じ）

【神様？】〈立ち絵:怯えているような感じ〉
「あやつらに…追われておるんじゃ。」

子供の遊びでは…ないな。
関連性があってもなくても、あんな見た目をした集団、不審者に違いないだろう。
よく見ればその子の額にマークのようなものもあるため、〈立ち絵：アップで額の方を映す〉ドラマの撮影かとも思ったが…周りにカメラらしきものも見えない。

【神様？】〈立ち絵:泣きそうな感じ〉
「じゃから、助けてはくれぬか？」


*助けようか？
どちらを選んでも途中の展開が少し変わるだけで後で合流する

<助ける

どういう事情かはよく分からないが…あんな大人数、しかも全員が全員白装束に仮面なんて、普通じゃないのは確かだ。

【ケイ】
「仕方ねぇなぁ…近くの交番まででいいか？」

【神様？】〈？な顔〉
「コウバン…？それはなんだ？」

【ケイ】
「…とにかく、安全な場所だ。きっと、あんな奴らに追われることもない。」
(背景暗転)
警察について質問されるのも面倒だったので、とりあえず手を引っ張って、石段を駆け下りる。

【神様？】
「…とりあえず、今はお主を信じるぞ！」

そう言って…数分間走り続けたところ…
(背景:住宅街)
【ケイ】
「…ふう。こんだけ走れば、すぐには見つからないだろ。」

【神様？】〈立ち絵：疲れ切った感じ、しばらくこのまま〉
「はぁ…はぁ…お主、速すぎじゃ！」

【ケイ】
「神様を名乗る割には、体力ないんだな。」

【神様？】
「運動は……専門外なんじゃ…」

【ケイ】
「途中から、おんぶしてあげたじゃねぇかよ。」
〈立ち絵非表示〉
そのせいで、片手で荷物を持ちながらもう片方の手で支えるなんてことをやらされた訳だが…
危ない事に巻き込まれる寸前だったというなら、助けた甲斐はあった…か。

【神様？】〈立ち絵：感謝してそうな感じ〉
「それについては、感謝しているぞ。ありがとう。」

【ケイ】
「……ああ。どういたしまして。」

あまりに率直なその言葉に、どう返答すればいいか、わからなくなってしまって
そんな言葉しか、口から出なかった。

※合流



<帰る
(背景暗転)
面倒な事件に巻き込まれたくない。その一心で、先ほど登ってきた階段を降りる。
【神様？】
「お主！待つのじゃ！！！」

そう言ってその少女は、なんと俺の背中に飛び乗ってきて…
(背景：階段を見上げてる図、再利用で良い)

【神様？】〈立ち絵：必死な顔　アップ、次の台詞まで〉
「安全な場所までで良い！じゃから！」

飛びついてきたのを振り払おうにも、他所の子供に怪我をさせてしまってはいけないから、どうにもならない。

【神様？】
「妾を！助けるのじゃ！！！」

ここまで言う…ということはきっと、何かあるんだろうが

なるべく面倒なことには首を突っ込みたくないため、とりあえず階段を降りきってうちの近くの交番へ向かおう。
そう心の中で決めて、とりあえず…

【ケイ】
「そんなに助けてほしいなら、」

【ケイ】
「絶対に、落ちるなよ？」
(背景暗転)
そう言って、一気に階段を駆け下りた。
その後、数分間走り続けただろうか。
交番の、俺の家のすぐ近くに着いて、ようやく速度を緩める。
(背景：住宅街)
【神様？】〈立ち絵：感心してそうな感じ〉
「この距離を…お主、走るのが得意なんじゃな。」

【ケイ】
「まあな。とりあえず、この辺ならあのよく分からないヤツらもいないだろ。」

【神様？】〈立ち絵：肯定的な感じ〉
「ああ、きっとあの山よりは圧倒的に安全じゃろうな。」

【神様？】
「お主には、感謝する。」

【ケイ】
「ありがとうとか、言えないのかよ。」

【神様？】〈立ち絵：呆れた感じ〉
「言っても良いが…妾を置いていこうとしたやつに、そんな事を言うのは嫌じゃろう？」

【ケイ】
「…そうかよ。」

まあ、それもそうだ。
何せ本当に危機的状況にあったのだとしたら、先にそれを見捨てて帰ろうとしたのは俺だ。
感謝されてるだけ、マシだと考えるべきだろう。

※合流

【神様？】〈立ち絵：？な顔〉
「ところでお主、名をなんと言うのじゃ？」

そんなことを聞かれて、自分がまだその子の名前を知らないことに気がついた。

【ケイ】
「…そういえば、自己紹介もせずに連れてきちゃったな。」

【ケイ】〈立ち絵：普通〉
「俺の名前は日谷京、13歳だ。」

【ケイ】〈立ち絵：？な感じ〉
「…んで？お前はなんて言うんだ？そしてあの白い奴等はなんなんだ？」

【神様？】〈立ち絵：胸を張ってる感じ〉
「妾の名はミコ。とーってもえらい神様じゃ。」

【ミコ】〈立ち絵：弱ってる感じ〉
「そしてあやつら…あの白装束を着た者たちは、妾の信者なんじゃが…」

【ケイ】
「信者に追われるなんて…ずいぶんの人望のない神様なんだな。」

【ミコ】
「それは…そのぉ…儀式の前に、外の世界に出てみたくての？」

【ミコ】
「そしたら抜け出す途中で、信者たちに見つかってしもうたのじゃ」

…どうやらあまり冴える神様ではないようだ。

続けて、気になったことを口に出す。

【ケイ】
「儀式ってのは、一体何なんだ？」

【ミコ】〈立ち絵：〉
「妾も、詳しいことは知らぬが…ずっと前から狭い部屋に入れられたままだったから、その前に外が見てみたくての？」

狭い部屋に、入れられていた。
その言葉を脳内で反芻して、事の重大さに気づく。
危ない事に巻き込まれる寸前、じゃない。
そもそも、最初から被害者だったんだ。

親に、心配されていないのか？
そもそもとして、心配するような家族はいるのか？
そんな思考が脳裏を過った次の瞬間には、

【ケイ】
「…親は……家族は、いないのか？」

という言葉が、口から出ていた。
その言葉に対して、ミコは何とも思っていないかのように、平然と

【ミコ】〈立ち絵：普通〉
「妾は神じゃからな。家族はおらぬ。」

と、そんな言葉を口にした。

そう…なのか。それで本人がいいならば、良いのだが…

【ケイ】
「儀式の前には…帰らなきゃいけないんだろ？」

【ミコ】〈立ち絵：目を閉じて、考えてる感じ〉
「そうじゃな…戻らないといけぬ。だが、妾は一秒でも長く…外の世界で生きてみたいのじゃ…！」

その言葉に、一度息を吐く。
…警察に引き渡したほうがいいのは分かってる。
ここで助けたとしても、面倒事にしかならないのも分かってる。
でももし、あの信者たちが本当にヤバい集団で、生贄にしようとするような奴等だった場合、ミコは殺されてしまう…ということになる。
周りももう…暗くなってきた。
決めるならば、今しかない。
だからこそ、

【ケイ】
「うち…来るか？」

【ミコ】
「いいのか？」

即答…だった。もう少し考えても…疑ってもいいものなのに
思わず、内から笑いが込み上げてきた。

【ケイ】
「ふふっ…ははははっ…！」

【ミコ】
「何を笑っておるのじゃ！」

【ケイ】
「神なんだから…少しくらいは疑えよ…！」

【ミコ】
「何を言っておる。神は、民を信じる物であろう…？」

【ケイ】
「…ふっ…そうか。そうなのかもな。」

何も考えてない訳じゃない…ただ、考えたうえで信用してくれたことが、少し…
少しだけ、嬉しくて…

【ケイ】
「よし、任せろ。お前が外の世界で生きようとする間は、俺が守ってやる…！」

【ミコ】
「待て待て、いつの間にそんな話になっておるんじゃ？」

【ケイ】
「強がるなよ。神様だとしても子供だろ？」

【ミコ】
「それは……そうかもしれんが…」

【ケイ】
「ってわけで、ほら、ここだぞ。」
（背景:家の外見）
ミコがうちに来ると言ってから、2分も経過していないものの、
交番がすぐそばなので、方向転換してすぐに帰ってくることができた。

【ミコ】
「おお！ここがお主の家か！」

ミコの目がキラキラと光っている。
比喩表現なんかではなく、本当にキラキラしている…
こんな家のどこにそんなに興奮する要素があるのかわからないが、羨望の眼差しのような物を向けられているような…そんな気がする。

【ケイ】
「ほら、鍵開けたぞ。」

そう言って、家のドアを引いて開く。
一瞬、ミコの動きが止まって…

【ミコ】
「……外は綺麗でも、中は汚いんじゃな。」

と、耳が痛くなるような言葉を口にした。

【ケイ】
「うるさいな。掃除は苦手なんだよ！」

人に直で汚いと言われるのが余りに久しぶりで、

【ケイ】
「嫌なら入らなくてもいいけどな。」

と、逆ギレ気味な反応をすると、
ミコは少し焦ったように

【ミコ】
「妾を家に入れるのじゃ。誇るが良い。」

と、言いだした。

【ケイ】
「はいはい。」

【ケイ】
「あんまり騒ぐんじゃないぞ？あいつらがどこにいるか…」

そう注意しておこうとしたのだが…

【ミコ】
「それぐらい心得ておるわ！」

なんていう風に食い気味に返されてしまった。

そのまま家に上がらせて、リビングのソファに座らせる。
一瞬キッチンに向かって、目を離した隙に…

【ミコ】
「うおお！なんじゃこれは！跳ねるぞ！」

【ケイ】
「あんま騒ぐなって言ったばっかりだろ…？」

案の定、というべきか。
ミコはソファの上で飛び跳ねて遊んでいた。

【ケイ】
「あいつらに見つかるってのもあるけど、普通に近所迷惑になるからな？やめろよ？」

【ミコ】
「分かっておる、と言っているじゃろう？」

【ケイ】
「わかってないから言ってるんだろ？」

【ミコ】
「じゃがこれくらいは良いであろう？この家にお主以外に人は…」

と、言いかけてから、何かに気がついたかのように

【ミコ】
「む…？ケイよ、お主の家族はおらぬのか？」

【ケイ】
「………腹、減ってるか？」

ミコの言葉を無視して、買い物袋からカップ麺を数個取り出す。

【ミコ】
「昨日から食べてないから減ってはいるが…話を逸らすでない！」

【ケイ】
「…そうだな。今はいろいろあって俺1人だ。」

【ミコ】
「そうか。妾と同じじゃな。」

詳しいことを言わずぼかして伝えたが、疑問には思われていないようでよかった。

【ケイ】
「俺は神じゃないから、元々はいたけどな。」

そうやって軽口を叩くとミコは、

【ミコ】
「ならば、妾がお主の家族の代わりになってやろうではないか。」

と、そんなことを言ってきた。
それに返答しようとしたところ、火にかけておいたやかんが音を出し始めたので、火を止めにキッチンに行く。

【ミコ】
「無視をするでなーい！！！」

と、叫ぶような声が聞こえてきたが…まあ気にしなくて良いだろう。
やかんからカップ麺にお湯を注ぎ込んで、リビングへ持って行くと、

【ミコ】
「…ん？いい匂いがするぞ？」

と、カップ麺を初めて見たかのような反応をしていたので、

【ケイ】
「あと2分くらい待てば食べれるぞ。」

そう伝えてから十数秒、空腹との間で葛藤したのか、こちらに期待の眼差しを向けて、

【ミコ】（目キラキラ）
「…まだ食べちゃいかんのか？」

と言う質問をしてきた。
一応食べれないことはないため、その旨をミコに伝えた途端、

【ミコ】
「じゃあ、食うことにしよう。」

【ケイ】
「…あんまり、オススメはしな…」

という忠告も振り切って、蓋を開いて麺を思い切り啜る。

【ミコ】
「…うむぅ…確かに、麺が固い。それに、塩辛いな…」

【ケイ】
「だから言っただろ？3分待つものなんだよ。」

【ミコ】
「…じゃが、うまいな。お主が作ったのか？」

【ケイ】
「これが売ってるものにお湯をかけるだけで作れるんだよ。俺みたいな奴の味方だ。」

【ミコ】
「お主にとっては、これが普段の味だということなんじゃな。」

しみじみと、そんな事を言うミコに対して、一つの疑問が浮かんだ。

【ケイ】
「…飯もそうだけど、お前の世話は誰がやってたんだ？」

【ミコ】
「妾の信者じゃな。世話をする役目のやつがおっての。」

【ミコ】
「その子らが妾が外に出るのを手伝ってくれたのじゃ」

【ケイ】
「顔とか…わからないのか？」

【ミコ】
「ああ、信者たちは皆素顔を隠しておるからな。妾でさえ、判別はできぬ。」　

…判別ができていれば、助けてもらえたかもしれないが…
そんな話をしていたら、ミコが小さな欠伸をして…

【ミコ】(眠そうな顔)
「すまぬが、もう寝てもよいじゃろうか？」

追われている緊張から解放された安心感と、満腹感で眠気が襲ってきているのだろうか。

【ケイ】
「どこで寝るんだ？一応、部屋は幾つかあるが…」

【ミコ】
「お主と同じ場所で良い。その方が妾が連れて行かれたとしても気づけるじゃろう？」

【ケイ】
「はいはい。要するに怖いんだな。」

多少からかったつもりだったが、どうやら本気で怖がっているようで…

【ミコ】
「なっ…怖くなどないわ！家主に心配をかけないようにする妾の気遣いじゃ！感謝せい！」

などと語気を強めていた。

【ケイ】
「そんなことしなくたって、夜は鍵かけるんだから入ってこれねぇよ。」

【ミコ】
「じゃが、窓から入ってくる可能性も…！」

【ケイ】
「それだったら窓が割れた音で俺が気づくだろ？ほら、別に俺と一緒に寝なくてもいいんだよ。」

【ミコ】
「ぐぬぬぬぬ…」

こういう言葉に対する反応は年相応だと言うのに、自分を神だと信じて疑わない。
俺にはその理由がわからなかったが、その姿を見て可哀想に思えたので、

【ケイ】
「まあ、俺のことを思っての提案ってことだからお言葉に甘えるとしようかな。」

というふうに彼女に助け舟を出すと

【ミコ】
「ふぅ…」

と、安心したようにため息をついてから、

【ミコ】
「よかろう。妾に感謝するがよい。」

そう言い放ったのちに、俺に

【ミコ】
「して、お主はどこで寝るのじゃ？」

と言う質問をしてきたので

*どこで寝る？

<ソファ
【ケイ】
「俺は普段ソファで寝るかな。」

その言葉に、ミコは少し考えてから

【ミコ】
「なるほど…他の部屋じゃ寝れぬのか？」

と、言ってきた。
確かに、２人で寝るにはソファじゃ狭いだろう。
【ケイ】
「…じゃあ、俺の部屋にベッドがあるから、そこで寝るか。」

【ミコ】
「最初からそこで寝ればよいものを…」

【ケイ】
「特に寝る場所に執着はないからな。一番便利なのがこのソファってだけだ。」

※合流

<寝室
【ケイ】
「普通に、俺の部屋で寝るかな。」

ミコは、その言葉にまあ当然か、とでもいうように数回頷いてから、

【ミコ】
「ならば、そこに案内せい。」

と、言ってきた。

【ケイ】
「2階に上がってすぐ目の前の部屋だ。」

※合流

<床
【ケイ】
「俺は基本的にどこでも寝れるから、床に寝っ転がることが多いかな。」

ミコは困惑したように、

【ミコ】
「…ええと、床に寝ておると。」

と、そんなことを口にした。

【ケイ】
「この時期は床がひんやりしてて気持ちよく寝れるんだよ。」

【ミコ】
「…にしても、体は痛くならんのか？」

【ケイ】
「あんまり気にしたことは無いな。」

【ミコ】
「妾はごめんじゃ。せめてソファに寝ればよいものを。」

【ケイ】
「ソファで寝てても、気付いたら落ちてるんだ。だったら、最初から床で寝ても変わらないだろ？」

【ミコ】
「そういう、ものなのか？」

【ケイ】
「ああ、そういうものだ。」

その言葉に、ミコは数秒何かを考えるようなしぐさをしてから、

【ミコ】
「もういい。お主の寝室はどこじゃ？妾はそこで寝る。」

【ケイ】
「2階にある。まあ、ミコがそこで寝るって言うなら俺もそうするか。」

※合流

階段を上って、すぐ目の前。
その場所にあったドアを押し開いたとき、

【ミコ】
「…汚いな。」

と、当然の感想を言われてしまった。

かろうじて、ベッドの上は寝れる状態ではあるものの、それ以外の場所は足の踏み場もない。

【ミコ】
「片付けようとは、思わんのか？」

【ケイ】
「別に、どこに何があるかわかってれば片付ける必要がないだけだ。」

【ミコ】
「他の部屋があるなら、その部屋を物置にすれば良いではないか。」

【ケイ】
「……面倒だろ？」

【ミコ】
「面倒だと言ったって…掃除をしなければ綺麗にはならぬのじゃからな…」

【ケイ】
「…あーもう、神様だってのになんで小言ばっかりなんだよ！」


【ミコ】
「神が小言を言って何が悪いというんじゃ！」

【ケイ】
「その…なんつうか…イメージと違う？」

なんと表現すればいいかわからず出たそんな言葉に、ミコは

【ミコ】
「知っておるか？御籤と言うのは神の小言なんじゃぞ？」

と言う雑学めいた知識を披露した。

【ミコ】
「正確には告げ事じゃが…そんなに違うものでもない。」

【ケイ】
「へぇー…なんでそんな事知ってるんだよ。」

【ミコ】
「妾が神じゃからじゃよ。」

何で神を名乗るのかも、本当に神なのかどうかも分からない…
ミコをこれからどうするかすら…一体何から考えればいいのやら。
今日は本当に、まとめていろいろなイベントが起こり過ぎた。

【ケイ】
「はぁ…寝るかぁ…？」

と、口には出したものの、まだ6時を回ったくらいだろうか。
まだ日も出ており、多少の疲れはあっても、眠りたいほどじゃない。
その辺に散乱していた宿題を拾い上げて、勉強机の上に乱雑に置かれた教材をどかす。

【ミコ】
「なんじゃ。まだ眠らぬのか？」

【ケイ】
「一応、宿題をやらなきゃいけないからな。」

【ミコ】
「妾はもう寝かせてもらうが、あまり遅くまで起きていると身体に障るぞ？」

と言って、ベッドに倒れ込むミコを横目にノートを開いて方程式を解く。

そこまで難しいものでもない。他のことを考えながら解ける程度だ。
だからこそ、解きながら今日起こったことを頭の中で整理する。

神社でミコに出会って、助けろと言われて、
明らかにヤバい奴らだったから思いっきり走って逃げた。
そこからある程度離れて、交番にミコを連れて行こうとしたけど、結局うちにミコを連れてくることになった。
しかも出会って1時間もしないうちにミコは俺のベッドの上で眠っている…と。

ミコが神様だというのなら、どうしてこんなにも1日…1時間の密度を上げたのか問いただしたいところだが…

果たして彼女は本当に神なのか、それともあの白装束の奴らのようなおかしな奴なのか。

そんな事に思考を巡らせていると…

ケイ「終わった…」

夏休みの宿題と言われていた数学の問題を、全て解き終えてしまった。

明後日の月曜日から5日間、1日1教科ずつ課外授業が行われる。
そこでは、まだ夏休みの真っ最中なのにも関わらず宿題を提出しければいけない…はずだったので、まあギリギリセーフ…といったところか。
数学は２日目、初日の英語は終わらせてあるため、多分…おそらく…大丈夫だ。

気づけば、長いはずの夏の日も沈んでおり、時計は8時過ぎを指していた。

寝る…には少し早いか？
まあ今日早く寝て明日早く起きる分には、何の問題もないのだが…

風呂は…明日の朝でいいか。
どうせ今入れたって水道代の無駄になるだけだ。
ある程度、思考の整理もついた。
特にやることもないため、ベッドに寝転ぶ。
今やるべきことは、協力者を探すことか…それとも…

そんなことを考えながら、電気を消して目を閉じた。
横からは、小さな寝息が聞こえてくる…
他人と一緒に寝るのは、いつぶりか。

そこでミコに意識を向けたことで思い出したが、
ミコが着ている服、動きづらそうだよな。
何か別の服…ああ、まだ、残ってるかな………
(最後の方台詞の表示ゆっくりにしていきながら暗転)

